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【はじめに】

２０２０年３月１日に国内初の新型コロナウィルス感染
の透析患者が確認された。全国の透析患者の感染者
数は増加しており、透析クリニックにおいても対策が
急がれている。

当クリニックにおいても感染拡大を防ぐ為にいくつか
の対策を行なった。今回、当クリニックに通院中の透
析患者が感染疑いとなった際に隔離室を使用した
ケースを経験したので報告する。



【新型コロナウィルスの経過】

• 《２０１９年》

• １２月３１日中国湖北省武漢市にて原因不明の肺炎患者が２７名発生した。

• 《２０２０年》

• １月３日武漢市の患者が４４人に増えて世界保健機関ＷＨＯに報告された。

• １月１６日国内において武漢市に滞在歴のある人の国内初感染が確認された。

• １月３１日ＷＨＯが国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態を宣言した。

• ３月１日国内において最初の新型コロナウィルス感染の透析患者が確認された。

• ３月３日当クリニックの入口を一般外来と透析で分けた。

• 当クリニックにおいてユニバーサルマスキング・手指の衛生の徹底を行った。

• ３月１１日ＷＨＯは新型コロナウィルスがパンデミックに相当すると発表した。

• ３月２５日～４月３日院内における新型コロナウィルス感染疑い対応ケース1

• 新型コロナウィルス感染症に関する問診票・個室隔離対応マニュアル作成した。



あ• ４月７日日本政府は緊急事態宣言を発した。
• ４月２２日～５月９日院内における新型コロナウィルス感染疑い対応ケース２

• ５月４日当クリニックにおいて更衣室・下駄箱使用制限をした。

• ５月２５日国内において日本政府が緊急事態宣言を解除した。

• ７月上旬国内における新規患者数の急激な増加があった。

• ７月１６日～２５日院内における新型コロナウィルス感染疑い対応ケース３

• ７月２２日～８月１０日院内における新型コロナウィルス感染疑い対応ケース４

• ７月２４日～２７日院内における新型コロナウィルス感染疑い対応ケース５

• ８月１５日院内における新型コロナウィルス感染疑い対応ケース６

• ９月１２日～１４日院内における新型コロナウィルス感染疑い対応ケース７

• ９月１２日院内における新型コロナウィルス感染疑い対応ケース８

• ８月７日時点で透析患者の感染者は、１６０人

致死率１４．４％(２３/１６０人)

• ８月５日時点で一般人口の感染者は、４１１２９人

致死率２．５％(１０２２/４１１２９人)



【クリニックにおける対策１】

•発熱や感染の疑いが生じた患者に来院前に電話連絡をする様に指
導した。

• クリニック入口にもアルコールを設置しているが、必ず全員が行う様
に、体重測定時に手指の衛生を徹底した。

•不特定多数の外来患者と透析患者の動線が交わらない様に、３月
よりクリニックの入口を外来患者用と透析患者用に完全に分けた。
また新型コロナウィルス感染疑い患者は個室隔離を行い裏口から
入室する事で一般透析患者と動線が交わらない様にした。

•一般外来では感冒様症状の患者は原則電話診療とした。



【クリニックにおける対策２】

• 『咳エチケット』では新型コロナウィルスの感染拡大を抑えられない
為、ユニバーサルマスキングの徹底を行った。３月より院内透析患
者全員にマスクをしてもらう事にした。同時にマスクが手に入りにく
かった為、希望者には数枚単位で販売も行った。

•個室隔離対応においてはマニュアルを作成し、ＰＰＥ(個人防護具)
の適切な着脱を行った。

•密となり得る更衣室の利用を避ける為に着替えないで透析を行う事
を選択できる様にした。また、下駄箱での密と顔に靴が近づく事を避
ける為、外履きで透析室に入室してもらう事にした。



外来患者入口 透析患者入口

隔離室入口 隔離室



【隔離室で対応したケース１、２】
平均年齢66.3 歳 男性6名、女性2名

年齢 性別 症状 ＰＣＲ検査

個室使用日
隔離室対応内容

1

39歳 男性 有 未

3月25日～4月3日 5回 発熱なし
３月２５日本人より『東京在住のパートナーの同居の姉が発熱して間接的に接触してしまっ
た。職場は、２５～２７日まで自宅待機になった。』と連絡あり。本人もパートナーも発熱なく
経過して４月６日より通常透析となる。

2

76歳 女性 有 (－)

4月22日～5月9日 8回 初日のみ３７．５℃翌日より平熱
４月２１日の夜にKT３９．０℃の発熱あり。家族が咽頭痛あり。２３日まで３７．７℃と熱が
続いた為ＰＣＲ検査する事になる。２４日に陰性を確認したが、検査時の接触を考慮
して５月９日まで個室隔離となる。１１日より通常透析となる。



【隔離室で対応したケース３～５】

3

72歳 男性 無 未

7月16日～25日 5回 発熱なし
７月１１日同居の家族が行ったラーメン屋で新型コロナウィルス陽性者発生する。本人、
家族共に２週間症状なしで経過する。２８日より通常透析となる。

4

45歳 男性 有 未

7月22日～8月10日 9回 2週間発熱
７月２２日某病院受診後に発熱・咳あり。８月５日まで発熱と咳の症状が続く。
１２日より通常透析となる。

5

60歳 男性 有 (－)

7月24日～27日 2回 個室対応時発熱なし
７月２０日透析後KT３７．５℃頭痛あり。２２日３７．０℃で症状消失したが、『最近東京で
カラオケをした。』と話あり。７月２８日ＰＣＲ検査を行う。３０日に陰性を確認する。３０日
より通常透析となる。



【隔離室で対応したケース６～８】

6

85歳 女性 有 未

8月15日 1回 個室対応時発熱なし
８月１２日家族が名古屋から帰省した。１３日の透析後ＫＴ３７．５℃と発熱あり。１４日の
夕方３８．３℃と発熱あり。１８日症状消失を確認して通常透析となる。

7

85歳 男性 無 (－)

9月12日～14日 2回 発熱なし
某病院受診時に、同じ病棟に新型コロナウィルス陽性患者発生する。９月１４日ＰＣＲ検査
にて陰性を確認する。１７日より通常透析となる。

8

68歳 男性 無 (－)

9月12日 1回 発熱なし
某病院受診時に、同じ病棟に新型コロナウィルス陽性患者発生する。９月１４日ＰＣＲ検査
にて陰性を確認する。１５日より通常透析となる。



【おわりに】

当クリニックでは開院当初から毎回のシーツ交換を行
うなど感染対策に努めてきた。

新型コロナウィルス感染予防対策として、可能な範囲
で３密を避ける事は勿論、患者教育も重要と思われる。

新型コロナウィルスは無症状でも感染させる事がある
為、感染疑いにおいても隔離室での透析が望ましい。
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